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登 録 速 報 

 

下記の通り新規登録となりましたので、ご連絡します。 

新規登録年月日： ２０１９年１２月１８日 

 

記 

 

１ 農薬の登録番号及び名称 

 

   登 録 番 号   第 ２４３１２ 号     

   名    称   エバーゴルシードＦＳ（バイエルクロップサイエンス（株）登録） 

   種 類･含 有   ペンフルフェン 44.6% 

 

 

２ 農薬の物理的化学的性状 

赤色水和性粘稠懸濁液体 

 

 

３ 農薬の有効成分の種類及び含有濃度 

2’-[(RS)-1,3-ジメチルブチル]-5-フルオロ-1,3-ジメチルピラゾール-4- 

カルボキサニリド .......................................................... 44.6% 

 

 

４ 農薬のその他の成分の種類及び含有濃度 

水、界面活性剤等 .......................................................... 55.4% 

 

 

 

 

 

 

 



５ 農薬の適用病害虫の範囲及び使用方法 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 

時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ 

を含む農薬の 

総使用回数 

稲 紋枯病 

乾燥種もみ 

1kg 当り 

原液 10mL 

（原液 44mL 

/10a まで） 

は種前 

（浸種前） 

1 回 

塗沫処理 

（種子被覆剤を 

加用） 

1 回 

は種前 

（浸種後） 

コーティング中又

はコーティング後

の種もみに 

塗沫処理 

 

６ 農薬の使用上の注意事項 

（１）使用前によく振ってから使用すること。 

（２）本剤を浸種前に使用する際は、所定量の原液に専用の種子被覆剤を加用して種もみに均一に

付着させること。 

（３）本剤を鉄コーティング時に塗沫処理する場合は、コンクリートミキサー又は回転式コーティ

ング機を用いて種もみに処理すること。 

鉄コーティングに使用する資材の量に応じて加水量を調整し、種もみを攪拌させながら均一

に付着させること。 

（４）本剤で処理した種もみは食料や飼料として用いないこと。 

（５）本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法等を誤らないように注意し、特に初め

て使用する場合には病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。 

 

 

７ 人畜に有毒な農薬については、その旨及び解毒方法 

（１）誤飲などのないよう注意すること。本剤使用中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の

手当を受けること。 

（２）本剤は皮膚に対して弱い刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意すること。 

 付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落とすこと。 

（３） 使用の際は農薬用マスク、不浸透性手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用すること。作

業後は手足、顔などを石けんでよく洗い、うがいをすること。 

（４）かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意すること。 

 

 

８ 水産動植物に有毒な農薬については、その旨 

 水産動植物（魚類）に影響を及ぼすおそれがあるので、使用残液及び容器の洗浄水等は河川

等に流さず適切に処理すること。 

以上 


